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南
部
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
船
橋
駅

よ
り
南
側
の
海
に
面
し
た
エ
リ

ア
の
本
町
、
湊
町
、
海
神
、
宮

本
の
4
地
区
4
公

民
館
で
様
々
な
地

域
行
事
な
ど
に
参

加
し
、
子
ど
も
た

ち
と
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
て
お
り

ま
す
。

　
ブ
ロ
ッ
ク
全
体

事
業
と
し
て
、
今

年
度
も
8
月
に
実

施
し
た
南
本
町
小
学
校
で
の

「
デ
ィ
キ
ャ
ン
プ
」
で
は
、
地
域

の
子
ど
も
た
ち
3
0
0
名
程
と

飯
盒
炊
飯
や
カ
レ
ー
作
り
、キ
ャ

ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
、
半
日

の
キ
ャ
ン
プ
体
験
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
「
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」

を
内
房
の
岩
井
海
岸
で
実
施

し
、
海
水
浴
な

ど
子
ど
も
た
ち

に
千
葉
県
の
自

然
に
触
れ
て
も

ら
う
良
い
機
会

と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
本
年
度
は
、
18

期
と
し
て
新
規

に
委
嘱
を
受
け

た
新
し
い
仲
間
達
も
加
わ
り
、

益
々
充
実
し
た
青
少
年
相
談
員

活
動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
興
味
の
あ
る
方
は
お
気
軽

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
私
た
ち
青
少
年
相
談
員
は
千

葉
県
知
事
、
船
橋
市
長
の
そ
れ

ぞ
れ
か
ら
3
年
の
任
期
で
委
嘱

を
受
け
、
市
内
の
公
民
館
を
中

心
と
し
た
地
区
の
集
合
体
と
し

て
市
内
5
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
、

「
青
少
年
の
健
全
育
成
は
地
域
ぐ

る
み
で
進
め
よ
う
」
と
い
う
趣

旨
の
も
と
に
、
青
少
年
の
良
き

理
解
者
、
良
き
相
談
相
手
と
し

て
船
橋
市
青
少
年
キ
ャ
ン
プ
の

企
画
運
営
、
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
の

キ
ャ
ン
プ
や
ス
キ
ー
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
や
、
公
民
館
で
の
文
化

祭
や
福
祉
ま
つ
り
、
児
童
ホ
ー

ム
な
ど
の
子
ど
も
ま
つ
り
へ
の

協
力
な
ど
、
地
域
に
密
着
し
た

活
動
を
中
心
に
2
7
0
名
の
相

談
員
が
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
青
少
年
相
談
員
は
制
度
発
足

か
ら
昨
年
10
月
に
50
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
言
葉
に
す
る
と
簡

単
で
す
が
、
50
年
と
い
う
長
い

歴
史
の
中
に
は
、
先
輩
た
ち
が

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
築
き
あ
げ

て
き
た
も
の
を
引
き
継
ぎ
な
が

ら
、
時
代
と
と
も
に
変
化
す
る

社
会
状
況
や
、
子
供
を
取
り
巻

く
環
境
に
あ
わ
せ
、テ
レ
ビ
ゲ
ー

ム
や
ポ
ー
タ
ブ
ル
ゲ
ー
ム
機
で

は
体
験
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
、

初
め
て
会
っ
た
仲
間
や
年
齢
の

違
う
仲
間
と
一
緒
に
協
力
し
て

目
標
に
向
か
い
、
話
し
合
い
、

分
担
し
、
ひ
と
つ
の
も
の
を
作

り
上
げ
る
、
そ
ん
な
機
会
を
こ

れ
か
ら
も
多
く
活
動
に
取
り
入

れ
、
体
を
使
っ
た
遊
び
や
体
験

か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

大
切
さ
や
、
協
力
し
て
成
し
遂

げ
る
連
帯
感
や
喜
び
、
思
い
や

り
の
心
と
い
っ
た
も
の
を
船
橋

の
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、毎
年
行
っ
て
い
る
「
船

橋
市
つ
ど
い
大
会
」
も
今
年
は

50
周
年
を
記
念
し
た
大
会
と
し

て
計
画
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他

に
も
学
校
や
公
民
館
、児
童
ホ
ー

ム
等
で
配
布
さ
れ
る
チ
ラ
シ
や

「
広
報
ふ
な
ば
し
」
で
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ
と
募
集
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
友
達
と

一
緒
に
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。
青
い
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
着

た
青
少
年
相
談
員
が
多
く
の
皆

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
は
船
橋
市
北

部
エ
リ
ア
に
あ
る
8
つ
の
地
区

（
大
穴
、三
咲
、二
和
、八
木
が
谷
、

豊
富
、
小
室
、
松
が

丘
、
坪
井
）
か
ら
編

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
主
な
活
動
と
し
て

は
、
公
民
館
の
行
事

の
ハ
ッ
ピ
ー
サ
タ

デ
ー
、
文
化
祭
、
子

ど
も
ま
つ
り
の
お
手

伝
い
や
、
各
連
合
町

会
の
運
動
会
や
お
祭

り
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
毎
年
7
月
第
3

週
目
の
土
・
日
に
、
地
元
に
あ

る
船
橋
市
大
神
保
キ
ャ
ン
プ
場

で
の
一
泊
二
日
の
キ
ャ
ン
プ
を

し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
い
ろ
い
ろ
な
行

事
に
多
数
の
子
ど
も
た
ち
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
と
く
に
キ
ャ
ン
プ

に
は
、
1
3
0
名
以

上
の
参
加
が
あ
り
、

八
木
が
谷
公
民
館
の

ハ
ッ
ピ
ー
サ
タ
デ
ー

で
行
っ
た
お
化
け
屋

敷
に
は
、
2
0
0
名

以
上
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

　
私
達
は
、
子
ど
も
た
ち
に
い
ろ

い
ろ
な
面
で
楽
し
ん
で
も
ら
い
、

少
し
で
も
地
域
の
お
役
に
立
つ
よ

う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
船
橋
市

の
ど
真
ん
中
！
「
夏
見
」「
高
根・

金
杉
」「
新
高
根
・
芝
山
」「
高

根
台
」
の
4
地
区
に

お
い
て
、
日
頃
は

ハ
ッ
ピ
ー
サ
タ
デ
ー

や
子
ど
も
ま
つ
り
を

は
じ
め
と
し
た
活
動

の
お
手
伝
い
を
地
域

に
密
着
し
て
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　
ブ
ロ
ッ
ク
事
業
と

し
て
は
、
夏
に
大
神

保
で
一
泊
二
日
の
キ
ャ
ン
プ
を

開
催
。
昨
夏
は
39
度
の
猛
暑
日

の
中
、
80
名
を
超
え
る
地
域
の

子
ど
も
た
ち
と
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
冬
は
12
月
に
「
ミ
ニ

音
楽
祭
」を
開
催
。

小
学
生
の
吹
奏
楽

か
ら
コ
ー
ラ
ス
、

和
太
鼓
、
ピ
ア
ノ

の
演
奏
等
、
毎
年

5
0
0
名
を
超
え

る
観
衆
を
集
め
て

年
の
瀬
の
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
て
い

ま
す
。

　
地
域
の
皆
様
の
行
事
へ
の
ご

参
加
を
一
同
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
！
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東
部
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
飯
山
満
、

東
部
、
薬
円
台
、
三
田
、
習
志

野
台
の
5
か
所
の
公
民
館
の
エ

リ
ア
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
ハ
ッ
ピ
ー
サ
タ
デ
ー
や
子
ど

も
ま
つ
り
や
福
祉
ま
つ
り
で
、

焼
き
そ
ば
、
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル

す
く
い
、
体
験
餅
つ
き
、
プ
ラ

板
作
り
。
そ
の
他
、
デ
イ
キ
ャ
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ン
プ
等
で
地
区
行
事
の
お
手
伝

い
を
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
遊
び

に
来
て
く
だ
さ
い
。

　
毎
年
開
催
し
て
い
る
ブ
ロ
ッ

ク
事
業
で
、
8
月
に
は
一
泊
二
日

の
キ
ャ
ン
プ
で
運
動
会
、
カ
レ
ー

作
り
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、

肝
だ
め
し
等
を
し
ま
し
た
。

　
9
月
に
は
5
公
民
館
共
催
・

日
帰
り
バ
ス
ハ
イ
ク
で
茨
城
県
自

然
博
物
館
に
行
っ
て
、
広
場
で
遊

び
、博
物
館
で
色
々
な
物
を
見
て
、

バ
ス
レ
ク
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
て
ね
！

　
西
部
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
毎
年

3
月
に
「
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー

ツ
の
会
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
一
泊
二
日
の
バ
ス
の
旅
!!
行

き
先
は
、
ご
飯
が
と
っ
て
も
お

い
し
い
新
潟
県
魚
沼
市
で
す
。

　
初
日
に
ス
ク
ー
ル
で
ス
キ
ー

を
教
え
て
も
ら
え
る
の
で
、
初

め
て
の
人
で
も
安
心
し
て
参
加
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で
き
ま
す
。

　
バ
ス
レ
ク
や
ゲ
レ
ン
デ
で
の

ゲ
ー
ム
、
ナ
イ
ト
レ
ク
な
ど
な

ど
、
楽
し
み
満
載
の
イ
ベ
ン
ト

で
す
。

　
ま
た
、西
部
、葛
飾
、塚
田
、

法
典
、
丸
山
の
各
公
民
館
で

ハ
ッ
ピ
ー
サ
タ
デ
ー
・
子
ど
も

ま
つ
り
・
福
祉
ま
つ
り
等
で

は
、
ク
ラ
フ
ト
の
制
作
、
ス

ポ
ー
ツ
雪
合
戦
等
、
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ
参
加
し
て
く

だ
さ
い
ね
〜
！
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　「青少年相談員」とは、地域の青少年健全育成を目的とす
る制度ボランティアです。船橋市内では 270 名の相談員が
日々活動しており、市内を 5 つのブロックに分け、各々のブ
ロックが地域に密着し、自立した活動を行っています。
　ブロック内では、さらに公民館ごとに地区を組織して、公
民館で行われる「ふなばしハッピーサタデー」や「子どもま
つり」「文化祭」などといった行事の運営や協力を行ってい
ます。
　また、各ブロックの代表者が集まって、市内全域の子ども
を対象とした、青少年キャンプ事業や、スポーツ大会事業な
どの企画運営も行っています。

青少年相談員や健全育成に興味がある方は、
ぜひ事務局（船橋市教育委員会生涯学習部青
少年課内）までご連絡ください。
電話 047-436-2903
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このたび船橋市青少年相談員連絡協議会は、ホームページを開設いたし
ました。毎年 1 回発行している「わかば」の掲載や、各ブロックのイベ
ント情報、告知などを配信していきます。宜しくお願いいたします。

船橋市青少年相談員連絡協議会
事務局：船橋市教育委員会 生涯学習部青少年課内
TEL   047-436-2903
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1 日目 ナイトレク

द༣ॻෂ་௸෨ᇿਗණࣾāᄘཱঢʅʻˋʯ௲द༣ॻෂ་௸෨ᇿਗණࣾāᄘཱঢʅʻˋʯ௲

ိ36༃8ॢ37Īࣸīġ39Īīိ36༃8ॢ37Īࣸīġ39Īī

7 月 26 日（金） 7月 27 日（土） 7月 28 日（日）

起床 起床6 : 00

キャンプ場へ出発
ラジオ体操
朝食準備

ラジオ体操
朝食準備6 : 30

グループ活動
雨のため、
各グループで
レクリエーション

バンガロー清掃
退村式9 : 00

鬼押出し園へ
出発10 : 00

富士見峠到着
昼食

昼食 昼食・壁新聞作り
12 : 00

入村式 レクリエーション
お土産購入

14 : 00

夕食準備 夕食準備
16 : 30

夕食
夕食18 : 00

市役所到着19 : 00

ナイトレク キャンドルファイヤー 解散式
19 : 30

壁新聞作り
壁新聞作り

21 : 00

消灯 消灯22 : 00
ナイトレクで色ん
なしかけがあって
ビックリしたけど
楽しかった。

1 日目 夕食

1日目 富士見峠

2日目昼食

3日目 朝食

3日目 鬼押出し園

2日目 壁新聞作り

2日目 キャンドルファイヤー

2日目 レクリエーション 2泊 3日スケジュール

ごはんが、ものす
ごくうまく炊けた。

スポーツ雪合戦が
面白かった。

カラスに、おむす
びをくわれた。

鬼押出し園とて
も楽しかった。
さよならキャン
プ場。

雨とかみなりで
だいなしになっ
たけど、キャン
ドルファイヤー
は楽しかった。

○雨がふったりやんだりで、あらためて山の
　天気がかわりやすいことがわかった。
○虫多すぎ！虫好きな人、大コーフン！
○最初は班のまとまりがなかった。

雨でハイキングと水
遊びができなかった
けど、お昼がおいし
かった。

楽しみだったハイ
キングが…

カレーを作るとき
に水を入れるのを
忘れたけど、おい
しく炊けた。

協力して作ったカ
レーとポンチが超
うまかった！

キャンプでビックリした出来事

昼ごはんがごうかだった

ごはんが一度もこげなかった

元気ありすぎ
走るなと言っても走っちゃう

掃除をしたよ

おみやげを
いっぱい買った

※記事内のコメントは壁新聞から引用しています


